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１ 調査の目的

２ 調査の対象及び客体

３ 調査年月日

４ 調査事項

５ 調査系統

６ 調査結果の集計

７ 分析に使用した疾病分類

８ 分析に使用した人口データ

疾病分類、電算集計及び分析については、朝日印刷工業株式会社に委託して行った。

総務省告示による「疾病、傷病及び死因分類（ＩＣＤ－10（2013）準拠）」の疾病分類を使
用している。

本県の令和３年10月1日現在における市町村毎の性別・年齢別人口は、令和４年10月に公表さ
れるため、分析に当たっては令和２年10月1日現在の人口データを使用している。

Ⅰ 調査の概要

この調査は、県内の病院及び有床診療所（以下「医療機関」という。）を利用する入院患者
について、その傷病の種類、受療動向等の実態を明らかにすることを目的とする。

ハンセン病療養施設である国立療養所栗生楽泉園を除く、群馬県内の全ての医療機関を対象
とし、指定した調査日にその医療機関を利用した入院患者を客体とした。

令和３年10月19日（火）から21日（木）の３日間のうち、医療機関ごとに指定した一日とし
た。

調査事項は、巻尾の「患者調査票」に掲げる事項のとおりである。

群馬県が報告者に対して郵送等により調査票を配布し、郵送又は通信回線を経由して調査票
を回収した。
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10 基準年齢・男女別人口（令和２年10月1日）

年 齢 総 数 男 女

総 数 1,939,110 959,411 979,699

0歳 11,761 6,025 5,736

1～4歳 52,715 27,001 25,714

5～9歳 75,492 38,478 37,014

10～14歳 84,336 43,363 40,973

15～19歳 90,433 46,559 43,874

20～24歳 84,971 44,577 40,394

25～29歳 85,309 45,558 39,751

30～34歳 92,004 48,586 43,418

35～39歳 105,492 54,687 50,805

40～44歳 125,099 64,542 60,557

45～49歳 148,569 76,223 72,346

50～54歳 129,802 66,162 63,640

55～59歳 118,508 59,727 58,781

60～64歳 116,044 58,083 57,961

65～69歳 134,811 66,080 68,731

70～74歳 149,463 71,974 77,489

75～79歳 112,391 51,843 60,548

80歳以上 180,064 66,263 113,801

年齢不詳 41,846 23,680 18,166

0～14歳（再掲） 224,304 114,867 109,437

15～64歳（再掲） 1,096,231 564,704 531,527

65歳以上（再掲） 576,729 256,160 320,569

75歳以上（再掲） 292,455 118,106 174,349

（令和２年国勢調査）
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１ 実施施設の状況等

（１）調査対象施設及び実施施設数

第1表 施設の種類別にみた調査実施状況

区分 対象施設数Ａ 回答施設数Ｂ 未回答施設数 回答率 B/A

病院 127 127 0 100.0%

有床診療所 69 69 0 100.0%

合計 196 196 0 100.0%

（２）気象状況

第3表 気象状況

昼間の天気 10/19（火） 10/20（水） 10/21（木）

前橋市 曇後一時雨 晴一時曇 晴

平均気温 10/19（火） 10/20（水） 10/21（木）

前橋市 13.0℃ 19.6℃ 12.9℃

館林市 13.1℃ 14.9℃ 14.2℃

沼田市 10.9℃ 11.0℃ 9.7℃

中之条町 10.5℃ 10.8℃ 9.5℃

桐生市 12.4℃ 14.0℃ 13.7℃

伊勢崎市 13.3℃ 14.9℃ 13.9℃

Ⅱ 調査結果の概要

調査対象機関を施設の種類別に見ると、病院127施設（ハンセン病療養施設である国立診療所栗生楽泉園
を除く）、有床診療所69施設で、回答率は100％であった。

調査年月日の令和３年10月19日（火）から21日（木）の県内の気象状況は第3表のとおりです。

第2表 保健医療圏別にみた調査実施状況

病院
有床

診療所
計 病院

有床
診療所

計 病院
有床

診療所
計

前橋 20 16 36 20 16 36 0 0 0

渋川 10 4 14 10 4 14 0 0 0

伊勢崎 11 11 22 11 11 22 0 0 0

高崎・安中 31 19 50 31 19 50 0 0 0

藤岡 5 0 5 5 0 5 0 0 0

富岡 4 1 5 4 1 5 0 0 0

吾妻 8 2 10 8 2 10 0 0 0

沼田 7 3 10 7 3 10 0 0 0

桐生 12 6 18 12 6 18 0 0 0

太田・館林 19 7 26 19 7 26 0 0 0

合計 127 69 196 127 69 196 0 0 0

未回答施設数対 象 施 設 数 回 答 施 設 数
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（４）年齢階級別、性別入院患者数

第９表 年齢階級別、性別入院患者数

総 数 男 女 不 詳 総 数 男 女 男 女

総 数 18,888 8,845 10,043 0 100.0% 100.0% 100.0% 46.8% 53.2%

前回値 20,726 9,878 10,848 0 100.0% 100.0% 100.0% 47.7% 52.3%
0歳 154 91 63 0 0.8% 1.0% 0.6% 59.1% 40.9%

前回値 156 77 79 0 0.8% 0.8% 0.7% 49.4% 50.6%
1～4歳 89 51 38 0 0.5% 0.6% 0.4% 57.3% 42.7%

前回値 118 65 53 0 0.6% 0.7% 0.5% 55.1% 44.9%
5～9歳 50 34 16 0 0.3% 0.4% 0.2% 68.0% 32.0%

前回値 88 56 32 0 0.4% 0.6% 0.3% 63.6% 36.4%
10～14歳 78 46 32 0 0.4% 0.5% 0.3% 59.0% 41.0%

前回値 101 53 48 0 0.5% 0.5% 0.4% 52.5% 47.5%
15～19歳 108 57 51 0 0.6% 0.6% 0.5% 52.8% 47.2%

前回値 132 86 46 0 0.6% 0.9% 0.4% 65.2% 34.8%
20～24歳 171 77 94 0 0.9% 0.9% 0.9% 45.0% 55.0%

前回値 147 73 74 0 0.7% 0.7% 0.7% 49.7% 50.3%
25～29歳 248 82 166 0 1.3% 0.9% 1.7% 33.1% 66.9%

前回値 273 93 180 0 1.3% 0.9% 1.7% 34.1% 65.9%
30～34歳 275 93 182 0 1.5% 1.1% 1.8% 33.8% 66.2%

前回値 348 103 245 0 1.7% 1.0% 2.3% 29.6% 70.4%
35～39歳 320 123 197 0 1.7% 1.4% 2.0% 38.4% 61.6%

前回値 403 159 244 0 1.9% 1.6% 2.2% 39.5% 60.5%
40～44歳 335 167 168 0 1.8% 1.9% 1.7% 49.9% 50.1%

前回値 518 274 244 0 2.5% 2.8% 2.2% 52.9% 47.1%
45～49歳 554 324 230 0 2.9% 3.7% 2.3% 58.5% 41.5%

前回値 570 318 252 0 2.8% 3.2% 2.3% 55.8% 44.2%
50～54歳 734 426 308 0 3.9% 4.8% 3.1% 58.0% 42.0%

前回値 749 448 301 0 3.6% 4.5% 2.8% 59.8% 40.2%
55～59歳 857 476 381 0 4.5% 5.4% 3.8% 55.5% 44.5%

前回値 887 516 371 0 4.3% 5.2% 3.4% 58.2% 41.8%
60～64歳 1,059 593 466 0 5.6% 6.7% 4.6% 56.0% 44.0%

前回値 1,422 828 594 0 6.9% 8.4% 5.5% 58.2% 41.8%
65～69歳 1,589 914 675 0 8.4% 10.3% 6.7% 57.5% 42.5%

前回値 2,119 1,245 874 0 10.2% 12.6% 8.1% 58.8% 41.2%
70～74歳 2,408 1,286 1,122 0 12.7% 14.5% 11.2% 53.4% 46.6%

前回値 2,052 1,131 921 0 9.9% 11.4% 8.5% 55.1% 44.9%
75～79歳 2,372 1,237 1,135 0 12.6% 14.0% 11.3% 52.2% 47.8%

前回値 4,144 1,736 2,408 0 20.0% 17.6% 22.2% 41.9% 58.1%
80歳以上 7,487 2,768 4,719 0 39.6% 31.3% 47.0% 37.0% 63.0%

前回値 6,207 2,334 3,873 0 29.9% 23.6% 35.7% 37.6% 62.4%
年齢不詳 0 0 0 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

前回値 292 283 9 0 1.4% 2.9% 0.1% 96.9% 3.1%
0～14歳（再掲） 371 222 149 0 2.0% 2.5% 1.5% 59.8% 40.2%

前回値 463 251 212 0 2.2% 2.5% 2.0% 54.2% 45.8%
15～64歳（再掲） 4,661 2,418 2,243 0 24.7% 27.3% 22.3% 51.9% 48.1%

前回値 5,449 2,898 2,551 0 26.3% 29.3% 23.5% 53.2% 46.8%
65歳以上（再掲） 13,856 6,205 7,651 0 73.4% 70.2% 76.2% 44.8% 55.2%

前回値 14,522 6,446 8,076 0 70.1% 65.3% 74.4% 44.4% 55.6%
75歳以上（再掲） 9,859 4,005 5,854 0 52.2% 45.3% 58.3% 40.6% 59.4%

前回値 10,351 4,070 6,281 0 49.9% 41.2% 57.9% 39.3% 60.7%

【参考帳票】第５表

年齢階級別に患者数をみると、65歳以上の患者数が13,856人（総患者数の73.4％）となっています。65歳以上の
構成割合は増加傾向にあります。
また、前回値の年齢構成割合と比較すると、0～14歳が0.2ポイント、15～64歳が1.6ポイント減少しているのに対

し、65歳以上が3.3ポイント、75歳以上が2.3ポイント増加しています。
性別についてみると、男性8,845人（総患者数の46.8％）、女性10,043人（同53.2％）となっており、0～19歳と45～

79歳は、男性の割合が多く、20～44歳と80歳以上では女性の割合が多いことがわかります。

構成割合 男女割合
年齢階級

患者数
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（５）主要疾患別、性別入院患者数

第11表 疾病大分類別、性別にみた入院患者数

総 数 男 女 不詳 総 数 男 女 男 女

総 数 18,888 8,845 10,043 0 100.0% 100.0% 100.0% 46.8% 53.2%

前回値 20,726 9,598 10,848 280 100.0% 100.0% 100.0% 46.3% 52.3%
Ⅰ 感染症及び寄生虫症 265 121 144 0 1.4% 1.4% 1.4% 45.7% 54.3%

前回値 449 214 235 0 2.2% 2.2% 2.2% 47.7% 52.3%
Ⅱ 新生物 1,805 1,017 788 0 9.6% 11.5% 7.8% 56.3% 43.7%

前回値 2,105 1,225 879 1 10.2% 12.8% 8.1% 58.2% 41.8%
Ⅲ 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 115 52 63 0 0.6% 0.6% 0.6% 45.2% 54.8%

前回値 118 53 65 0 0.6% 0.6% 0.6% 44.9% 55.1%
Ⅳ 内分泌、栄養及び代謝疾患 407 176 231 0 2.2% 2.0% 2.3% 43.2% 56.8%

前回値 231 116 114 1 1.1% 1.2% 1.1% 50.2% 49.4%
Ⅴ 精神及び行動の障害 4,306 2,036 2,270 0 22.8% 23.0% 22.6% 47.3% 52.7%

前回値 4,337 2,033 2,039 265 20.9% 21.2% 18.8% 46.9% 47.0%
Ⅵ 神経系の疾患 1,410 631 779 0 7.5% 7.1% 7.8% 44.8% 55.2%

前回値 1,567 684 872 11 7.6% 7.1% 8.0% 43.7% 55.6%
Ⅶ 眼及び付属器の疾患 98 48 50 0 0.5% 0.5% 0.5% 49.0% 51.0%

前回値 103 41 62 0 0.5% 0.4% 0.6% 39.8% 60.2%
Ⅷ 耳及び乳様突起の疾患 34 15 19 0 0.2% 0.2% 0.2% 44.1% 55.9%

前回値 49 26 23 0 0.2% 0.3% 0.2% 53.1% 46.9%
Ⅸ 循環器系の疾患 3,042 1,515 1,527 0 16.1% 17.1% 15.2% 49.8% 50.2%

前回値 3,714 1,771 1,943 0 17.9% 18.5% 17.9% 47.7% 52.3%
Ⅹ 呼吸器系の疾患 1,365 808 557 0 7.2% 9.1% 5.5% 59.2% 40.8%

前回値 1,548 804 744 0 7.5% 8.4% 6.9% 51.9% 48.1%
Ⅺ 消化器系の疾患 1,022 527 495 0 5.4% 6.0% 4.9% 51.6% 48.4%

前回値 424 237 187 0 2.0% 2.5% 1.7% 55.9% 44.1%
Ⅻ 皮膚及び皮下組織の疾患 216 88 128 0 1.1% 1.0% 1.3% 40.7% 59.3%

前回値 169 75 94 0 0.8% 0.8% 0.9% 44.4% 55.6%
ⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患 1,172 444 728 0 6.2% 5.0% 7.2% 37.9% 62.1%

前回値 1,055 368 687 0 5.1% 3.8% 6.3% 34.9% 65.1%
ⅩⅣ 腎尿路生殖器系の疾患 900 446 454 0 4.8% 5.0% 4.5% 49.6% 50.4%

前回値 807 402 405 0 3.9% 4.2% 3.7% 49.8% 50.2%
ⅩⅤ 妊娠、分娩及び産じょく 282 0 282 0 1.5% - 2.8% - 100.0%

前回値 260 0 260 0 1.3% - 2.4% - 100.0%
ⅩⅥ 周産期に発生した病態 121 64 57 0 0.6% 0.7% 0.6% 52.9% 47.1%

前回値 115 64 51 0 0.6% 0.7% 0.5% 55.7% 44.3%
ⅩⅦ 先天奇形、変形及び染色体異常 109 63 46 0 0.6% 0.7% 0.5% 57.8% 42.2%

前回値 61 37 24 0 0.3% 0.4% 0.2% 60.7% 39.3%
ⅩⅧ 症状、徴候及び異常臨床所見・異
常検査所見で他に分類されないもの

100 43 57 0 0.5% 0.5% 0.6% 43.0% 57.0%

前回値 221 69 152 0 1.1% 0.7% 1.4% 31.2% 68.8%
ⅩⅨ 損傷、中毒及びその他の外因の影響 2,004 707 1,297 0 10.6% 8.0% 12.9% 35.3% 64.7%

前回値 2,398 934 1,463 1 11.6% 9.7% 13.5% 38.9% 61.0%
ⅩⅩ 健康状態に影響を及ぼす要因及び
保健サービスの利用

35 5 30 0 0.2% 0.1% 0.3% 14.3% 85.7%

前回値 161 19 142 0 0.8% 0.2% 1.3% 11.8% 88.2%
ⅩⅩⅠ 特殊目的用コード 56 33 23 0 0.3% 0.4% 0.2% 58.9% 41.1%

前回値 - - - - - - - - -
不詳 24 6 18 0 0.1% 0.1% 0.2% 25.0% 75.0%

前回値 834 426 407 1 4.0% 4.4% 3.8% 51.1% 48.8%

【参考帳票】第４表

注１：標章記号 統計項目のあり得ない場合「-」

疾病大分類
構 成 割 合 男 女 比患 者 数

疾病大分類別の患者数についてみると、「Ⅴ 精神及び行動の障害」が最も多く4,306人（構成割合22.9％）、続い
て「Ⅸ 循環器系の疾患」3,042人（同16.2％）、「ⅩⅨ 損傷、中毒及びその他の外因の影響」2,004人（同10.6％）と
いう順になっています。
疾病別の構成割合では、「Ⅺ 消化器系の疾患」、「ⅩⅦ 先天奇形、変形及び染色体異常」、「Ⅳ 内分泌、栄養

及び代謝疾患」、「Ⅻ 皮膚及び皮下組織の疾患」等で割合の増加が見受けられます。
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３ 入院受療率（人口10万対）

（１）年齢階級別、性別入院受療率（人口10万対）

第12表 年齢階級別、性別・入院・外来別患者数（人口10万対）

男 女

総 数 974 922 1,025

前回値 1,049 987 1,082

0歳 1,309 1,510 1,098

前回値 1,069 1,025 1,115

1～4歳 169 189 148

前回値 186 200 171

5～9歳 66 88 43

前回値 104 129 77

10～14歳 92 106 78

前回値 107 110 104

15～19歳 119 122 116

前回値 133 168 95

20～24歳 201 173 233

前回値 166 155 175

25～29歳 291 180 418

前回値 314 205 426

30～34歳 299 191 419

前回値 334 187 478

35～39歳 303 225 388

前回値 320 237 385

40～44歳 268 259 277

前回値 358 357 335

45～49歳 373 425 318

前回値 453 478 394

50～54歳 565 644 484

前回値 658 752 518

55～59歳 723 797 648

前回値 741 835 610

60～64歳 913 1,021 804

前回値 1,000 1,146 802

65～69歳 1,179 1,383 982

前回値 1,458 1,701 1,157

70～74歳 1,611 1,787 1,448

前回値 1,661 1,901 1,402

75～79歳 2,110 2,386 1,875

前回値 4,420 4,087 4,634

80歳以上 4,158 4,177 4,147

前回値 3,941 4,182 3,791

年齢不詳 0 0 0

前回値 131 47 208

0～14歳（再掲） 168 193 136

前回値 182 190 169

15～64歳（再掲） 425 428 422

前回値 474 481 442

65歳以上（再掲） 2,403 2,422 2,387

前回値 2,783 2,791 2,734

75歳以上（再掲） 3,371 3,391 3,358

前回値 4,120 4,141 4,075

【参考帳票】第5表

年齢階級別では、5～9歳が66と最も低く、65歳以上になると1,000を超える受療率となっています。
性別の受療率では、男性が922、女性が1,025となっています。0～19歳及び45～79歳の各階級では男性の受療率

が高く、20～44歳及び80歳以上の各階級では女性の受療率が高くなっています。

人口10万対の受療率は、974となっています。

年齢階級
性別

総 数
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（２）主要疾病別入院受療率（人口10万対）

第13表 疾病大分類別、性別・入院・外来別患者数（人口10万対）

男 女

総 数 974 922 1,025

前回値 1,035 987 1,082

Ⅰ 感染症及び寄生虫症 14 13 15

前回値 23 22 23

Ⅱ 新生物 93 106 80

前回値 107 126 88

Ⅲ 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 6 5 6

前回値 6 5 6

Ⅳ 内分泌、栄養及び代謝疾患 21 18 24

前回値 12 12 11

Ⅴ 精神及び行動の障害 222 212 232

前回値 206 209 203

Ⅵ 神経系の疾患 73 66 80

前回値 79 70 87

Ⅶ 眼及び付属器の疾患 5 5 5

前回値 5 4 6

Ⅷ 耳及び乳様突起の疾患 2 2 2

前回値 2 3 2

Ⅸ 循環器系の疾患 157 158 156

前回値 188 182 194

Ⅹ 呼吸器系の疾患 70 84 57

前回値 78 83 74

Ⅺ 消化器系の疾患 53 55 51

前回値 21 24 19

Ⅻ 皮膚及び皮下組織の疾患 11 9 13

前回値 9 8 9

ⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患 60 46 74

前回値 53 38 69

ⅩⅣ 腎尿路生殖器系の疾患 46 46 46

前回値 41 41 40

ⅩⅤ 妊娠、分娩及び産じょく 15 0 29

前回値 13 0 26

ⅩⅥ 周産期に発生した病態 6 7 6

前回値 6 7 5

ⅩⅦ 先天奇形、変形及び染色体異常 6 7 5

前回値 3 4 2
ⅩⅧ 症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査
所見で他に分類されないもの

5 4 6

前回値 11 7 15

ⅩⅨ 損傷、中毒及びその他の外因の影響 103 74 132

前回値 121 96 146
ⅩⅩ 健康状態に影響を及ぼす要因及び保健
サービスの利用

2 1 3

前回値 8 2 14

ⅩⅩⅠ 特殊目的用コード 3 3 2

前回値 - - -

不詳 1 1 2

前回値 42 44 41

【参考帳票】第4表

疾病大分類別の受療率では、「Ⅴ 精神及び行動の障害」が最も高く、続いて、「Ⅸ 循環器系の疾患」、「ⅩⅨ
損傷、中毒及びその他の外因の影響」となっています。

年齢階級 総 数
性別
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（３）患者住所地（保健医療圏）別入院受療率（人口10万対）

第14表 患者住所地（保健医療圏）別、性別入院受療率（人口10万対）

男 女

総 数 898 846 948

前回値 949 905 991

前橋 864 846 881

前回値 878 862 893

渋川 1,126 1,122 1,129

前回値 1,152 1,126 1,177

伊勢崎 792 715 870

前回値 822 780 863

高崎・安中 898 853 941

前回値 963 931 994

藤岡 1,001 1,002 1,000

前回値 1,088 1,061 1,113

富岡 1,070 1,084 1,056

前回値 1,316 1,318 1,314

吾妻 1,375 1,297 1,453

前回値 1,580 1,472 1,684

沼田 1,379 1,354 1,402

前回値 1,211 1,145 1,273

桐生 1,150 1,020 1,273

前回値 1,117 1,066 1,164

太田・館林 630 568 695

前回値 706 638 775

【参考帳票】第7表

患者の住所地（保健医療圏）別では、沼田保健医療圏が1,379と最も高く、太田・館林保健医療圏が630で最も低く
なっています。
性別、患者住所地別では、沼田保健医療圏の女性が1,402と最も高く、太田・館林保健医療圏の男性が568で最も

低くなっています。

患者住所地
（保健医療圏）

総 数
性別
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（４）患者住所地（市町村）別入院受療率（人口10万対）

第15表 患者住所地（市町村）別、入院外来別受療率（人口10万対）

令和3年 平成27年

総 数 974 1,049
前橋保健医療圏 864 886

前橋市 864 886
渋川保健医療圏 1,126 1,215

渋川市 1,239 1,317
榛東村 1,048 936
吉岡町 789 1,014

伊勢崎保健医療圏 792 824
伊勢崎市 806 865
玉村町 713 598

高崎・安中保健医療圏 898 967
高崎市 859 925
安中市 1,164 1,228

藤岡保健医療圏 1,001 1,089
藤岡市 964 1,023
上野村 1,862 1,509
神流町 1,824 3,000

富岡保健医療圏 1,070 1,319
富岡市 972 1,139
下仁田町 1,749 2,417
南牧村 2,110 3,007
甘楽町 953 1,075

吾妻保健医療圏 1,375 1,610
中之条町 1,488 2,067
長野原町 1,472 1,392
嬬恋村 1,017 793
草津町 1,471 1,794
高山村 1,339 1,372
東吾妻町 1,414 1,688

沼田保健医療圏 1,379 1,285
沼田市 1,343 1,291
片品村 1,603 1,205
川場村 977 1,080
昭和村 1,352 1,180
みなかみ町 1,512 1,365

桐生保健医療圏 1,150 1,155
桐生市 1,226 1,174
みどり市 987 1,114

太田・館林保健医療圏 630 709
太田市 642 751
館林市 604 652
板倉町 618 626
明和町 561 644
千代田町 773 817
大泉町 561 553
邑楽町 694 790

患者住所地
（保健医療圏）

【参考帳票】第7表

患者の住所地（市町村）別をみると、患者総数（人口10万対）では、南牧村が2,110と最も高く、明和町が561で
最も低くなっています。
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４ 入院受療動向

（１）二次保健医療圏別入院受療動向

① 自足率
前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

入院 71.8% 64.2% 69.5% 72.1% 52.0% 72.6% 66.5% 68.1% 77.0% 78.6%

② 流出率
前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

入院 28.2% 35.8% 30.5% 27.9% 48.0% 27.4% 33.5% 31.9% 23.0% 21.4%

③ 流入率
前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

入院 43.2% 57.5% 36.7% 28.5% 44.7% 34.0% 31.7% 14.6% 20.7% 25.0%

（２）市町村別入院受療動向

（３）疾病分類別入院受療動向

第19表 市町村別流入率･･･21ページ参照

第20表（感染症及び寄生虫症）～第66表（特殊目的用コード）･･･22～42ページ参照

太田・館林保健医療圏が78.6％で最も高くなっています。

藤岡保健医療圏が48.0％で最も高くなっています。

渋川保健医療圏が57.5％で最も高くなっています。

第16－1表 流出率（総数）、第16－2表 流出率（一般病床）、

第17－1表 流入率（総数）､第17－2表 流入率（一般病床）､第17－3表 流入率（療養病床）･･･18ページ参照

第18表 市町村別流出率･･･20ページ参照

第16－3表 流出率（療養病床）、第16－4表 流出率（一般・療養病床）･･･17ページ参照

第17－4表 流出率（一般・療養病床）･･･19ページ参照

【用語説明】
自足率･･･圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合。

（ 自足率 ＝ １００ － 流出率 ）

流出率･･･圏域内に居住する患者のうち、他圏域の医療機関にかかった割合。

流入率･･･圏域内の医療機関にかかった患者のうち、他圏域に居住する患者の割合。
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